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機能性表示食品制度に対する
一般社団法人 健康食品産業協議会の活動
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　規格基準型である栄養機能食品制度は2001年に14成分で発足した。その後2004年と2015年に3成分ずつの追加を経て、現在規定される

栄養素は20種類となった。それぞれの栄養素の表示内容は、最初に設定されて以降、追加や修正が行われていない。一方で研究により

一部の栄養素では新たな生体に対する役割が数多く発見されており、欧米ではその機能の表示や活用が進んでいる。最近確定した日本人

の食事摂取基準（2020年版）では、「高齢者の低栄養予防やフレイル予防」が概念として追加され、更に個別栄養素についても生活習慣病と

高齢者を中心に記述が増えている。このように、栄養素が関連する健康課題は生活習慣病やフレイルを始め多岐にわたっており、その健

康に対する重要性は高齢化の進展に伴い益々高まってきている。

　一方で、通常の食事のみでの栄養素摂取に限界があり、それをサプリメントや強化食品等の健康食品で補うことが重要である層が、高

齢者や妊婦等を中心に近年目立ってきている。健康食品産業協議会では、栄養素を消費者の健康のために今以上に役立てるための一環と

して、栄養機能食品の制度全体を改正する必要があると考え、ビタミン・ミネラル分科会の活動を行ってきた。今回は分科会で作成したビ

タミンDと筋肉に関する提案書、ビタミンEと血管の機能に関する提案書について紹介する。
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　機能性表示食品制度は2015年の発足から5年が経過し、2020年6月末現在、届出受理件数は3,000件を超えている。健康食品産業協議会

は、これまで分科会活動においてテーマ毎に機能性表示食品制度等の見直しに向けた取組みを進めてきた。その一環として、健康食品産

業協議会は業界団体として、本制度に関わる事業者を対象としたアンケート調査を2016年に実施した。

　この度、ガイドライン分科会では、機能性表示食品制度に関わる事業者の実態、問題点、課題、要望等を把握し、継続的な制度の成長に向

けた取組み・見直しを強化するため、第2回目のアンケート調査を実施したのでその結果を報告する。

　調査対象は、健康食品産業協議会および、その構成7団体の会員等に加え、今回から日本抗加齢協会・日本通信販売協会に所属する事業

者、届出を検討・準備している事業者とし、インターネット調査を実施した。

　本発表では、本調査結果の詳細と、その結果を踏まえて当会の今後のアクションプランについても発表させていただく。
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　健康食品産業協議会は機能性表示食品の制度検討時から取組みを行ってきた。制度施行後も機能性表示制度における様々な課題に対

して、タスクフォースとして幾つかの分科会を立上げ、本協議会および6つの会員団体に所属する企業からメンバーを招集し迅速な対応

を行ってきた。先の事業者アンケート結果とビタミンの評価書を含むこれまでの分科会活動により、制度にとって今後の重要な課題とな

る事が浮き彫りとなった。分科会活動は規制改革実施計画への対応を中心として進めてきた。今回2013年から2019年度までの規制改革

実施計画へのフォローアップ活動について報告する。

　また、2019年度の規制改革実施計画により消費者庁と業界団体が連携して法制化に取り組み、2020年4月より施行された「機能性表示

食品に対する食品表示等関係法令に基づく事後的規制（事後チェック）の透明性の確保等に関する指針」の対応として、届出資料の科学的

根拠の評価における第3者組織である「エビデンスレビュー評価委員会」をNPO法人日本抗加齢協会、公益社団法人日本通信販売協会、な

らびに公益財団法人日本健康・栄養機能食品協会と協力して設立した経緯についても触れる。
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